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論文
ブルーノ・ヒルデブラント略伝補遺
?
本 昭
筆者はヒルデプラントの伝記的研究を踏まえて，いくつかの所論を発表する
機会をもった。その過程でロッシャー， クニースをふくめた前期（旧）歴史学
派の経済学方法論，経済体制論を， 19世紀80年代のドイツ社会政策協会の立場
に基礎づけを与えたというかたちで，評価することに反対する立場をとってき
た。筆者はヒルデブラントの実践活動とそのなかでの発言をとくに重視する方
法に拠りながら，社会政策協会とヒルデプラントの意見の差を，後期歴史学派
の研究を追補するなかで浮彫りする作業をつづけていきたいと思っている。
ところでヒルデプラントの伝記であるが，なんども記すようにまとまった資
料がきわめて少ないために，生涯を通じてのかれの思想の成熟・変質の相貌を
克明に浮上らせることは，決して容易ではない。実をいうと筆者が公表した略
伝にもいくつか不鮮明なところがある。わたしじしんの校正のミス等について
は同僚の研究者からいちはやく注意をうけた。それらの注意のひとつが，今回
公表する程度までにかれの略伝を補充するきっかけになったことを記して同僚
の友情に感謝したい。さらに旧来の友人で精神科医師佐藤道生氏に対して資料
収集の面で大いなる援助をあおいだことについても感謝したい。
(1) ヒルデプラントの家族
筆者は訳書『実物経済，貸幣経済および信用経済」の解説のなかで，プルー
ノ・ヒルデプラントの娘の名について「エリーゼ」と「エルゼ」の 2つのちが
った表記を用いている。
これは筆者がエルゼで統一しようと，執筆の途中で方針を変えた結果生じた
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ミスである。
ヒルデブラントの弟子であり，またかれの創刊した『経済学および統計学年
報』の共同編集者かつ後継編集者であった JohannesConradがヒルデブラ
ントの娘婿 SchwiegerSohnであることは， 多くの研究者が報告している
が，さてその娘の名となるとドイツ人社会科学者は誰も語ってくれない。とこ
ろが赤羽豊治郎教授が『ドイツ歴史派経済学研究」の208ページの註で，「その
（ヒルデブラントの……筆者）女子エリゼはかれの学生であり同僚となったヨハ
ネス・コンラード教授夫人として人々の敬愛を集めたという。かの女の学位論
文は「ドイツ社会政策学会史」であり，先考の社会政策理念の実り豊かな学問
的成果である」 と書かれているのを知り， これにとびついた。その後「エリ
ゼ」が Elseと綴ることを確かめ， 「エルゼ」 と表記換えをして発表した。し
たがってエルゼについては，赤羽教授の伝えておられることしか知らないまま
で略伝の執筆を終えてしまった。ヒルデプラントの父については裁判所の書記
であったという事実しか伝わっていなかったなどと並んで，かれの家族関係に
ついて多くの未知の部分が残されていた。 1970年になって編集されたブリタニ
カで，息子 AdolfHildebrandの項をひくと，参考文献として Ado!/Hilde-
brand und seine Welt, Miinchen 1962が紹介されていた。 AdolfHildebrand 
関係の研究書としては，以前に編集された他の人名辞典でも1940年代以前に書
かれた研究書の紹介があったが，いずれも国内の主要な図書館ではみつけだす
ことができなかった。 (Adolf Hildebrandの芸術に関する著書については一冊国立
国会図書館でみることができたが，ブルーノ・ヒルデブラントの略伝につけ加えるものは
なにも得られなかった。）ミュンヘンの美術アカデミーが編纂した1962年の書物に
ついては，その後ベルリン自由大学の蔵書のコピーを読む機会をえた。そのな
かに Adolfの兄妹すなわちプルーノ・ヒルデブラントの子供達についての記
述がいくつかみられるが， Elseの名を遂に発見することができなかった。
やや遅すぎた感もあったが，赤羽教授に当該記述の出所を問うたところ，先
輩の一人がヨハネス・コンラートのところへ留学しその話をきいたということ
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と， 「不確かだが」福田徳三全集の何処かで類以記述をみたという二点につい
て蔵書から離れた仮属から手紙で教示をうけた。その後学会でお会いする機会
があり，「どうもわたしの思いちがいであった」といったお話をうかがった。
筆者はこの件につき現在は赤羽教授になにがしかをお教えできると思ってい
る。
エルゼのことから書きはじめたので，このことから述べてみよう。ヒルデブ
ラントにはエルゼという名の娘はいなかった。したがって赤羽教授の記述は誤
まりであり，それゆえに筆者の説明も誤まりである。
ヒルデプラントが独立心の強い人物として成人したことについては紹介した
とおりである。両親の希望に反して（両親は息子に牧師の道にすすむことを希望し
ていたようだ。） 古典研究の道にすすんだ。そのさい，両親の知らない間に，奨
学金の受領資格をえることに成功している。同様に大学に入ってからも，さら
に大学を卒業してからも生活資金の調達にはずいぶん苦労をしているようであ
る。かれが在学中親の意志に反して歴史学，哲学を専攻したこと，あるいは公
務員である父にとっては歓迎しかねる政治運動に積極的に参加したことなど
が，ヒルデプラントをして親の腔をかじることを潔しとさせなかったのだろう
か，あるいは一地方都市の下級公務員の経済生活の実態がそうさせたのであろ
うか。とにかくかれは1836年24歳の時ドクターをとり，同時に歴史学の私講師
の資格をとったのちも，多くの「アルバイト」をてがける。実業学校で国語や
歴史を教えている。大学の図書館でも働いている。ところで多くの人が語って
いないが，ヒルデプラントの人生にとって極めて重要な結果を招く，いまひと
つの「アルバイト」をやっている。それは SamuelGuttentag家の家庭教師
という職である。名前からも分るように Guttentagはユダヤ人であった。も
ともと代々が金融業を手がけ，プレスラウでは有数の資産家であったが，当主
は医者であり，晩年は市の衛生管理の監督官のような業務についている。かれ
とその妻ボーランド系ユダヤ人ゾフィ Sophieとの間には， Clementine(1817 
~1879), Sophie, Agnesの3人の娘がいた。 ブルーノ・ヒルデプラントは，
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Fr. Ritshlという他の人物とともにこの 3人の娘の勉学を手伝った。プルーノ
とクレメンティンは1839年に結婚する。 （ちなみに Fr.Ritshlは次女Sophieと結
婚，三女Agnesはいとこであるベルリンの出版業者EmaunelGuttentagと結婚する。）
ヒルデプラントと妻クレメンティンとの間には 4男4女計8人の子供が生れて
いる。上から名前をあげると， Richard, Marie, Bertha, Sophie, Adolf, 
Emmi, Bruno, Ottoである。リヒアルトとアドルフについてはすでに紹介し
た。近代ドイツ彫刻の父といわれ， vonの称号を与えられた Adolfの6人の
子供のうちの唯一人の息子 DietrichHildebrandは現在アメリカ在住である
が，現代哲学者としてその名を知られている。 Dietrichは1889年生れなので，
現存であるとしても85オである。
さてブルーノ・ヒルデプラントには Elseなる娘はいない。しかし Johannes
Conradがヒルデプラントの娘婿であることは確かである。 4人の娘の誰かが
コンラートと結婚しているはずである。
上揚の書のなかで， BerthaHildebrand, すなわちプルーノ・ヒルデプラン
トの次女（長女 Marieは9歳で死亡しているので，事実上の長女） について， 次の
ような記述をみることができる。「HildedrandBertha, 1844-1875, Adolf 
Hildebrandの最愛の姉。彼女の明朗でやさしい性格， 彼女のユーモアと気
質，彼女の精神的，芸術的関心のゆえに，彼女は家族の中心であり， Liebling
であった。」そしてベルタは1870年ヨハネス・コンラートと結婚， 3人目の娘
を生んだのちの産褥でなくなっている。 1875年，ベルタ31オのことである。
ヨハネス・コンラートの妻となったのはヒルデプラントの次女ベルタであ
る。ではエルゼはなにものか。
(2) ヒルデブラントの行状
ヒルデプラントの伝記に触れたもので，最近になって手に入れたものとして
は，弟子 H.v. Scheel (この人物については他の機会に触れた。）が， ヒルデプラ
ントがなくなった1878年に「アウグスプルグ・アルゲマイネ・ツァイツンク」
の付録 Beilageの第64号に書いたものをあげうる程度である。 これによって
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筆者の執筆したものを修正しなければならい事実を知ることはなかった。
前節でとりあげた書物の末尾には， アドルフ関係の人物の簡単な紹介があ
る。その一人としてプルーノ・ヒルデブラントについては次のような記述があ
る。やや長文になるが，いくつかの興味ある指摘があるので，全文を紹介して
おこう。
「HildebrandBruno, 1812~1878, 経済学者・政治家，アドルフ・ヒルデ
ブラントの父。かれはナウムブルクの地方裁判所の事務官の息子であった。プ
Jレーノの弟ケーザル Casarはアメリカに移住した。妹は法律家キントラー
Kindlerと結婚し，のちにロシアに住んだ。プルーノ・ヒルデブラントは子供
時代の早くから並はずれて独立心がつよかった，すなわち両親の知らぬうちに
この14オにもならぬ人物は，シュールフ゜フォルタのギムナジウムの授業料免除
資格を受けたが，それもまったく他人の援助なしに準備したものであった。
かれはライプチヒ大学に入学し，最初は両親の希望を入れ不本意ながら，神
学を学んだ。しかし早くも第2学期からは，哲学，歴史，文献学へ転向した。
すでに当時かれは政治過程に関与し，ライプチヒ・ブルシェンシャフト内部で
指禅的な役割を演じた。第 3学期にはブレスラウヘゆき，そこで兵役義務を果
した。ライプチヒ・プルシェンシャフトでの行動によって長期間未決拘留をう
けた。 1836年， Dr.Phil. を授与され，その学位論文によって私講師になった。
生活資金を得るため， 資産のなかったかれはプレスラウの Realgymnasium
でドイツ語と歴史を教え，のちに大学図書館の職員になった， 1839年ブレスラ
ウ大学の古代史 AlteGeschichteの助教授になり， クレメンテン・グーテン
タークと結婚した。
1841年ヒルデプラントはマールプルク大学の国家学正教授としての招聘を受
け入れる， その前のプレスラウでの最后の学期にかれは経済学へ転向してい
た。小大学マールプルクはまさにその頃最盛期を迎えていた。ヒルデブラント
のマールプルク時代にはまたかれの学問上の主者『現在と将来の経済学』が出
る。 1845年ヒルデブラントは大学の総長であった。かれは精力的に大学の権利
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を代弁した，そして自由党 liberale(n) Parteiの指導者だった。間もなくク
ールヘッセン政府は，かれをもっとも重要かつ危険な敵とみなした。 1846年警
察の家宅捜査が強行され，ひきつづき一年，かれは選帝候に対するいわゆる不
敬罪によって一年半に及ぶ刑事訴訟手続がとられ官職を掠奪された。 1848年3
月ヒルデプラントの釈放がなり，自由主義的な三月政権 Marzministerによ
って名誉を回復した。さらにつづいてかれは民主党demokratische(n)Partei 
からフランクフルト議会へ選出された。かれは共和主義者であり，『Fraktion
Westenhall」に所属した。また議会の国民経済委員会に属した。 1849年かれ
は共和主義的心情に反してドイツの世襲帝政に賛成票を投じた。かれは 100人
議員の苦難の道を歩み，のちにマールプルクの教職に戻った，そしてクールヘ
ッセンの州議会に選出された。そこでかれは鉄道建設に尽力した。かれは1850
年初めふたたび政務の指導をまかされたハッセンプフルクの強固な敵対者であ
った。ハッセンプルクはヒルデプラントを訴追し， 1850年夏クールヘッセン議
会は，財務相の予算を拒絶するというヒルデプラントの提案を理由に解散され
た。反動側の最終的な勝利ののち，ハッセンプフルクの提唱によってヒルデプ
ラントに対する大逆罪告訴の手はずがととのえられ，かれに対する逮捕状がだ
されたが，かれは間一髪亡命によって逃がれることができた。かくしてかれは
マールプルクでの地位を政治的信念のために犠牲にした。そののち間もなくか
れはチューリヒ大学の国家学助教授の地位をえた。チューリヒではハインリヒ
・ジーモンとゲオルク・ヘルヴェク Georg Herweghがかれの友人であっ
た。 ここでヒルデプラントはチューリヒの教育長官とともに北東鉄道を手が
け，数年のちには成功裏にその総裁になった。かれはチューリヒの名誉市民に
なり，それによってスイスの市民権をえた。 1856年かれはベルン大学の国家学
正教授としての招聘をうけ，そこで1861年まで教えた。ベルンでもかれは鉄道
事業に関係し，また貯蓄・貸付銀行を設立した。しかしながらかれの無私無欲
に対する悪評や中傷によってかれのスイスでの生活は不愉快なものになってき
た。かれは大赦を受けてのちドイツに戻り，バーデンヴァイラァの近くに小さ
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な農園を手に入れた。 しかしながらそこでの田園生活は永くはつづかなかっ
た，というのは同じ年ヒルデプラントはイエナ大学の国家学正教授としての招
聘をうけ入れたからである。そこでかれは1862年『経済学および統計学年報」
を創刊した，これは間もなくドイツの指郡的専門雑誌となった。 1864年かれは
ィエナのテューリンゲン連邦統計局を設立，ながくこれを指導した。ヒルデプ
ラントは教育が好きでありまた教育の才能にも恵まれていた。かれは決してう
まい話し手ではなかったが，かれの講義にはいつも多くの人が集まった，そし
てかれは聴講者に強い感銘を与えた。威厳たらしい高慢さとは無縁で，かれは
批判を求めた。ヒルデプラントの弟子のなかから何人もの後の秀れた経済学者
が輩出した。かれの論文「経済学の現代的課題」はセンセーションをまきおこ
した，しかしとくに後年は，かれの学問的仕事は，教授業務や実践活動のため
に，めだたないものになった。かれは，一刻もじっとしておれないで，常に公
的福祉のための組織をつくらねばおれない「組織の天才」であった。 1872年イ
エーナはヒルデブラントの手腕により，鉄道網に組みこまれたドイツ最后の大
学都市となった。この「ザーレ鉄道」の脚設は困難がともなった。ヒルデプラ
ントはこの企画の長であり，この官職から去ったのは死去するほんの数力月前
であった。ワイマール議会ではかれはイエーナを代表していた。かれは多くの
旅行を企て，数回英国で永い研究滞在をし，ィギリス経済に詳しかった。・・・」
この記述の筆者はとくに明記されていないが，ヒルデブラントの弟子たちが
報告していない事項がいくつもある。 (1)ブレスラウ大学の助教授になった時の
講座が「古代史」であったこと， (2)1845年当時「自由党」に所属し，革命時に
は「共和党」から議員に選出されたこと， (3)マールプルクでも鉄道建設に従事
したこと， (4)チューリ上大学での地位が auBerordentlicheProfessorであっ
たこと， (5)スイスを去ったのはイエナからの招聘が契機ではなく，鉄道建設上
の悪評であり，また大赦令布告であったこと，そして Badenweiler近郊に蟄
居したこと，などである。
(3) ヒルデプラントのスイス亡命
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当初658名の議員を有し，うち100名以上が大学教授職についていたフランク
フルトの1848年革命議会も，翌年になると反革命勢力の台頭に対して有力な斗
争を計画することなく，フ゜ロイセン皇帝の帝冠拒否に会い弱体化を強めていっ
た。フランクフルト・アム・マインのパウロ教会を追い出され，シュツッツガ
ルトヘ議場を移すころには，議員は本国招換あるいは自主的退場等で 100名そ
こそこに激減し，教授議員にいたってはブルーノ・ヒルデブラントただ一人と
いうほどになっていた。これが「残滓議会 Rumpfpalrament」の実情であっ
た。大衆の多くが1848年 5月18日議会が開催されたその時点でもう「半ば熱が
さめ，半ば幻滅に捉われ」ていた状態であり，かつ急進派の進出を前に旧反動
勢力と組むことによって権威を保とうとした議会多数派（中道主義者たち）がリ
ードするこの議会はF・エンゲルスに「老婆の集まり」と酷評されてもしかた
のないものであった。議会が選んだ帝国摂政ヨハン・オーストリア大公の組織
した内閣のもとでは，軍事相のもとに軍隊なく，法相のもとに裁判所なしとい
う状態であった。
1849年 6月中旬ヒルデプラントは，ヴュルテンベルク国の騎馬警察官に追い
払われてマールブルクにもどる。「力強い風は収まった。家のなかは， また静
かになった。」 しかしヒルデブラントは帰国后すぐに与えられたヘッセン議会
議員として，ひきつづき理想を追った。已むことを知らぬエネルギーと，迫害
を恐れない精神力，それはかれがテューリンゲン人だからという理由だけでは
説明しえないものであろう。ヘッセン選帝侯は反動政治家ハッセンプフルクを
ロシアから呼びよせ，議会の閉鎖と「旧秩序」の回復を作動する。それを知っ
てはいたがヒルデブラントは妥協しなかった。これが1851年末のかれのスイス
亡命の原因となる。
1851年12月13日付の両親あての手紙が先に紹介した書に収録されている。こ
れによってこの前後のヒルデプラントの行動の細部が判明する。
10月16日ハッセンプフルクは選帝侯国の首都カッセルで，ヒルデブラントを
シュツッツガルトでの行動を理由に裁判にかけ拘禁しようと企てた。その同じ
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日に閣僚のうちヒルデブラントに好意をもつ友人がこのことを本人に知らせ
た。その晩かれは鉄道（かれが建設した/)でマールブルクを単身で去る。 フラ
ンクフルト近郊クレッセンバッハの友人宅に身をひそめ，そこからチューリヒ
に教授職を得られるかどうかを打診している。ヘッセンの方もかれの免職を認
め，かれは 300ターレルをふところにスイスの国境を越えた。ハッセンプフル
クは，ヒルデプラントが大学に 8日間の休暇届しかだしていないので，少くと
も辞職願を差しだしに戻ってくるものと信じていたようだが，ヒルデプラント
はマールプルク大学との連絡を手紙で済ませヘッセンには立ち戻らなかった。
官憲はその間マールブルクとナウムブルク （多分両親が住んでいた）を捜索して
いた。ヒルデブラントはマールブルクに妻子を残していた。しかしマールブル
クの妻あてに手紙を出すことは開封される危険性があり，かれの居所を知られ
ることになる。ヒルデブラントはスイスから人を通して，妻に指令し，借家の
解約，いらない家財の処分，支払いの清算，書籍の梱包と移送をすませた。ゎ
るいことに妻は 6人目の子エミィの出産をひかえた身体であり，長男リヒァル
トもまだ少年であった。その時の末っ子アドルフは 4歳であった。両親への連
絡が遅れて心配をかけたことをわびた私信のなかで， 1851年12月13日現在妻子
も無事にチューリヒに着き，荷物も近日中に届くことをつげている。いまやナ
ウムプルクの両親あての手紙が開封されても実害がないという安心感からであ
ろう， Hotelda lacが現在の仮寓であり，新年には新しい家に移ることを告
げ，その家の絵を書いてどの窓がかれらのものかを説明している。 12月13日ま
でにすでに 6週講義を済ませたとあるから，かれのチューリヒでの講義が1851
年の10月末以降に始められたことが分る。かれは逮捕状が出ている以上， ドイ
ツに戻ることがしばらく不可能となり，両親に会えないことを嘆いている。ま
た弟のケーザルについては，無事に博士号を修得できたかどうかをきいてい
る。当時ヒルデブラントは39歳だから，弟とは相当年令が離れていたことにな
り，さらにその下の妹とは顔を会わせる機会も少なかったことが想像される。
手紙は大体以上のような内容で終っている。かれは最後にナウムブルクヘは，
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スイスとプロイセンとの郵便協定があるために3.5ジルバーグローシェンで手
紙が出せるが，ヘッセンとは未締決のため倍額を要することを述べている。
造形的才能に恵まれていたアドルフの思い出もまた，この頃のブルーノ，ヒ
ルデブラントを知る資料をいくつか与えてくれる。アド）レフは1847年10月6日
生れであり， 1848年に出た父の主著のはしがきは前年の12月付けになっている
ので， 1847年にはヒルデブラントは自宅生活の自由はあったものと思われる。
その頃のマールブルクでのヒルデブラント家の住居であるが，それは城の真下
の修道院の横にあった。あずまやがある細長い庭があり，そこから淡谷を見下
すことができたということである。谷とはライン右岸の支流ラーン川のそれで
あろうか。 とすると旧市街の西の城壁沿いに，城をみあげる修道院 (Kloster
der Kugelherren)があり，そこが高台ならラーン川を旧市内の東向うに見下ろ
せる。 ドイツの歴史地名辞典をみると，この城は1815年以降刑務所として利用
されていることになっている。アドルフの見上げた城は刑務所であったかも知
れない。
チューリヒでの住居はヒルデプラントの手紙に出てくるとおりだが，新しい
住居は，州立学校の向いのフィエルツの持家であったようだ。上の階にはプル
ーノ・ヒルデブラントの友人で有名な詩人ヘルヴェーク家が住んでいた。アド
ルフはバーデンからの亡命者ボイストがドイツ人亡命者の子弟のために設けた
学校に通っていた。
スイス滞在 5年にして，プルーノ・ヒルデブラントはスイスの各誉市民にな
り，ベルン大学の招聘をうけたので，引越しとなる。ベルンヘの旅は郵便車で
おこなわれ，アドルフの印象に残っている。ベルンでの住居はベェレングラー
ベンの近くの俗に果樹山とよばれているところにあり，今度は一戸建の家でテ
ラス形式の庭があった。アドルフは大聖堂の近くの小学校に通い，行き帰り，
腕白小イ薗にさんざんなぐられた。 1年のちにまた転居し，ヴァーベルンの近く
の郊外に住む。そこは公園つきの領主屋敷のなかで，背后にはアーレ川の索晴
しい淡谷美がひらけ，そのうしろにはアルプスの全容をみることができた。そ
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のころのプルーノ・ヒルデプラントは公務に多忙で，やさしい母クレメンティ
ンとはちがって，ときたま子供の前にあらわれ雷をおとす恐い存在にすぎなか
った。父プルーノ・ヒルデプラントは家に最大の価値を置いていた。しかもそ
れは芸術的に構成されていないぱあいでも，常に建築上の意味や必要からの判
断が優先した。アドルフの判断によると，父は芸術的な才能は決して恵まれて
いるとはいえなかったが，一方芸術的生成のもっとも根源的な資質としての，
創造的な精神は有していた。この資質のあらわれとしてかれが各地でてがけた
鉄道建設や統計局の設立をアドルフは引合に出している。その記述のなかで目
新しいものとしては，チューリヒ北東鉄道の共同立案者の名 (Escher-Lind)を
出していることである。そしてまた父がこれらの事業を，決して私的目的のた
めの投機としてやったことはなく，すべて地方の経済的発展を願って遂行して
いたことを強調していることは，筆者の許価と一致している。さらにアドルフ
は父が手がけた多くの事業が即効的な利益をもたらさないことから，しばしば
財務担当者から中傷をうけることが多かったことを追想している。プルーノ・
ヒルデプラントも妻も詩と音楽には理解を示した。とくに妻すなわちアドルフ
の母は楽器の演奏でも秀れた才能を示した。ベートォベンは一家のもっとも好
んだものであった。アドルフの両親はまた，シェクスビァの一節に馴じんだも
のは，劇場へいくべきだという方針から， 11オのアドルフを劇場へ連れていっ
た。これはドイツ人の生活慣習からすると異例のことであっただろう。
長男リヒァルトについては，筆者も若干のことをかって紹介した。歴史学派
全盛の頃に発行された百科辞典では，日本語のものでもリヒァルトの項目をみ
つけることができる。弟アド）レフの報告では，兄も芸術的才能をもっていた。
後年弟に芸術を志すべきであったなどと訴えていることが想像される。
1860年ヒルデプラントがスイスを去った事情は前節で紹介した。転居は1860
年の前半におこなわれた。新しい生活は牧歌的な雰囲気のなかで開始された。
バーデンヴァイラーは，シュヴァルツヴァルツの南，スイス国境へ30キロ位の
ところに位置する小さな夏休暇地 Sommerferienortである。秋には父は木を
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ひき， ハタンキョウの世話をした。そのあとはフライブルクヘかけての浚谷
は，ブドウの季節だった。父ブルーノは同時にこの小さな温泉地でヒ‘‘プリオテ
ーカーとして動めていた。しかしこの子供たちにとっては楽しい生活も，その
年の末には終った。イエーナヘ再転居するからである。
(4) ヒルデプラントのイエーナ時代
イエーナでのヒルデプラント一家の家は，修道院の一部だった古い建物であ
る。入口は古い館 Hofのなかにあり，建物の一部はこの館の隅をつつむよう
にできていた。アドルフはロマンティークな気分が家に漂っていたと回想して
いる。二階は女子寮で，ヒルデブラントの家族は三階に住んだ。建物の前には
小さな庭があった。アドルフは造形而に才能を示し，他に数学やヴァイオリ
ン，英語に関心を示した。
当時すでにイエーナは古都の性格をおびており，子供たちは夏にはザーレ川
で泳ぎ，冬は心ゆくまで氷った川の上をすべって遊んだ。訛りには抵抗があっ
たが，それでもスイスードイツ語より親しみはもて， 15歳のアドルフはイエー
ナに故郷を感じるまでになった。当時の家族生活について，アドルフが回想し
ている内容を記してみよう。 7つ年上の長男リァルトはライプチヒ大学で学ん
でいた。父ブルーノとリヒァルトはしばしば机をはさんで，哲学問題で議論し
ていた。それはいつも倫理問題へとつきすすんでゆくのが常であった。個人的
なうわさ語はまったくおこなわれなかった。同様になにもしないでぽんやりし
ていることもなかった。ブルーノ・ヒルデプラントはそれをもっとも嫌った。
社交生活は活発で，アドルフを辟易さすほどであった。アドルフは母と姉ベル
タの気質を愛したが，それ以外の人々の活発さにはついていけない感情をもっ
ていた。大分前から父は，息子が学問に向かないことを見抜いていて，アド）レ
フが16オのとき芸術家になる気があるかを尋ねた。アドルフは PaalHepseの
長い巻き毛のイメージが芸術家という言葉につきまとっていたので，父の言に
抵抗し，広く世界をみたいから商人になりたいと言った。父が知りあいのプレ
ーメンの商会を紹介してくれたので，アドルフは 2年目でギムナジウムを退学
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し，スペイン語を習いはじめ， ドンキホーテを読み簿記を習う。しかし 1年の
ちに自分の針路はやはり芸術にあるとみて，父親にそれを告げると，父は大変
喜んだ。すぐにブルーノ・ヒルデブラントはニュールンベルクの Krelingに
手紙を書いてくれた，父ははるか以前からそれを見越していたようだった。
アドルフは17歳の時にニュールンベルクヘ向けて旅立つ。したがって1864年
以降の家旅の状況については，この書は余りおしえてくれない。
1865年，ヒルデブラントはイエーナ大学の総長職にあったが，秋には妻とア
ドルフとともにミュンヘンヘ旅行し，息子を植物学者 N且geli に引合せてい
る。その年のクリスマスはロンドン留学中のリヒャルトやニュールンベルクの
アドルフも揃って楽しいものであった。 66年アドルフがいたニュールンベルク
にプロイセン軍が入城した。この占領を期にイエーナにもどったアドルフは，
ネエーゲリの招待を受けミュンヘンにゆき，そこでダーウィンの学説になじむ
とともに，同宿の牧師との宗教的会話から影態をうけている。もっとも植物学
者ネエーゲリは進化論に反対する立場をとったと人名辞典にはある。アドルフ
はネエーゲリをモデルに最初の胸像を仕上げる。またスイスの詩人 Leuthold
とも知り合いになっている。ヒルデブラントは息子に，自分は芸術に理解がな
いのでなにも助言できないことを告げ，息子の進む道を自分でみつけるように
言っている。アドルフももう 19オであった。
アドルフは vonZumbuschのアトリエで働くことになった。師がイタリア
へ行く機会があり，アドルフに同道する気がないかを問うた。アドルフは小踊
りしてよろこびすぐ父に許可を求めた。父は同意した。その時の感情をアドル
フは述べている。「12オの時から自分の道をすすんできた Selfmademan」の
父が息子の並以上の技価を知って喜んだと。これより前1866年の結婚記念日に
はヒルデブラント夫妻はアドルフから，夫妻のレリーフを贈られている。 2月
の末にはロンドン留学を正式に終えて， リヒァルトが帰国している。事実上の
長女ベルタが結婚するのは1870年であり，このときは母の家政を助けていた。
筆者はかって，ヒルデブラントが年報を創刊し，テューリングン統計局も無事
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に運営できる見通しが立ち，また統計学や経済学の方法論，あるいは48年以来
書き改める機会がなかった発展段階論をも一応まとまった形で発表し，一方私
生活ではリヒャルトやアドルフも一人前になり，加えてイエナの総長に選出さ
れることで， 1865年はかれにとってもっとも幸せな時期であったと書いた。こ
れはアドルフの幸せなクリスマス風景や翌年の結婚記念式に家族が久しぶりに
磐揃いした喜びを伝える書簡に接すると，いよいよその感を深める。
家族が揃って生活するのはごく短期間で，やがて長男はライプチヒ大学へ，
次男はイタリアヘ散ってゆく。 1867年になるとイタリア各地から矢継ぎばやに
両親のもとに手紙が寄せられる。それらの多くはアドルフが南欧の風物や，そ
の地にみられる古代・中世芸術作品からうけた感銘や印象を伝える文である。
そしてアドルフは1872年にはフィレンシェに定住する。
筆者がもっとも知りたいのは，ヒルデプラントと社会政策協会との関係であ
るが，アドルフの伝記を主たる目的とする上掲書からは，その資料となるもの
を求めえない。それにもかかわらず1847年から1870年までのプルーノ・ヒルデ
ブラントの生活史の重要な一端は，アドルフを通じて知ることができた。
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